
垂直に伸びるゴールドのグラデーションは企業の成長性と収益性を表し、緩やかな弧を描くラインは広域地銀としてのネットワークを表現しています。
また、落ち着きのあるブルーの正方形は、組織の揺るぎない安定性をイメージしており、その正方形の中に垂直のラインとカーブのラインを配置
することによって、「ほくほく」の頭文字である「h」を表しています。

ロゴマーク

魅力ある地域へ

地域経済・産業の発展
快適で豊かな暮らし
サステナブルな社会

魅力ある企業へ

地域・お客さま

持続的成長
の実現 選ばれ・愛される存在に

魅力的で多様な人財が活躍
株主価値・企業価値の向上

北海道：新釧路川

経営理念

長期ビジョン

「ほくほくフィナンシャルグループ」は、広域地域金融グループとしてのネットワーク
と総合的な金融サービス機能を活用して、地域とお客さまの繁栄に貢献し、とも
に発展しつづけます。

地域共栄 社会的使命を実践し、地域社会とお客さまとともに発展します。

公正堅実 公正かつ堅実な経営による健全な企業活動を目指し、信頼に応えます。

進取創造 創造と革新を追求し、活力ある職場から魅力あるサービスを提供します。

課題解決を通じて地域・お客さまとともに持続的成長を実現する

H
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ほくほくフィナンシャルグループはこの度、統合報告書2023を発刊いたしました。編集にあたっては、国際統合報告評議会（IIRC)が提唱する「国際統合
報告フレームワーク」および経済産業省による「価値協創のための統合的開示・対話ガイダンス」などを参照しています。
本統合報告書は、銀行法第21条および第52条の29に基づいて作成したディスクロージャー誌です。本統合報告書に将来の業績に関する記述が
含まれておりますが、これらの記述は将来の業績を保証するものではなく、経営環境の変化等により、実際の数値と異なる可能性があります。
なお、詳細な財務データ等につきましては、「統合報告書2023財務データ編」をご覧ください。

編集方針

富山県：黒部ダム
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90,504
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91,932

132,026

127,889

2004年度 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2022年度 2023年度 2024年度2021年度2020年度

1877年8月
1879年2月
1943年7月
1950年1月
1961年9月

金沢第十二国立銀行開業（創業）
富山第百二十三国立銀行開業
十二・高岡・中越・富山の前身4行合併により「株式会社北陸銀行」設立
外国為替業務開始（地銀初）
東京証券取引所に上場

1951年3月
1961年4月
1962年5月
1987年9月

「株式会社北海道銀行」設立
外国為替業務開始
札幌証券取引所に上場
東京証券取引所一部に上場

Road to 10 GO for IT! BEST for the Region ALL for the Region

依然金融機関にとって厳しい環境が続く中、2004年9月に経営資源をより有効に活用する経営の効率化、
広域ネットワークを活用した営業力の強化および経営基盤の安定化を目指し、北陸銀行・北海道銀行が
経営統合し、2行を中心としたほくほくフィナンシャルグループが誕生いたしました。

地域金融として初の広域地域金融グループとなるほくほくフィナンシャルグループを設立

ほくほくフィナンシャルグループの歩み
ほくほくフィナンシャルグループは、北陸・北海道に基盤を置く地域金融機関として、
長らく地域とお客さまの繁栄に貢献してきました。
今後とも地域とともに成長・発展することで、共有価値を創造してまいります。

北陸銀行は、加賀前田家の出資を受け、加賀藩祖「前田利家」ゆかり
の銀行として創業されました。

北陸銀行、北海道銀行が横浜銀行との 基幹系システム
共同利用を開始　

北陸銀行の創業
北海道銀行は、戦後復興期、新興産業の勃興と人口の急増に伴う旺盛な
資金需要に応えるべく、道内中小企業者の強い要望により設立されました。

北海道銀行の設立

2011年5月
３行共同利用システム「MEJAR」稼働

■ 貸出金（末残）　■ 預金（末残）含む譲渡性預金

（単位：億円）

2004年9月
ほくほくフィナンシャルグループ誕生

2016年4月
ほくほくTT証券設立

地域No.1の金融サービスの提供により
お客さまと地域社会に貢献することで、
共通価値を創造し、地域とともに成長・
発展する総合金融グループ

地域No.1の金融サービスの提供を通
じてお客さまと地域社会に貢献する
ことで「地方創生」の一翼を担い、地域
とともに成長・発展する金融グループ

当社 グ ループ 全 役 職 員 が、「Face to 
Faceのお客さまに寄り添ったサービス」
と、「利便 性を追 求したデジタル 金 融
サービス」の両面で進化し、持続的に地
域に貢献する体制構築に取組む期間

予想される環境変化のなかで地域経
済をバックアップしていくために、ビ
ジネスモデルの変革とグループシナ
ジー効果の更なる追求に取組む期間

地域から親しまれ、頼りに
される金融グループ

持続的な成長に向けた事業
戦 略 の 最 適 化に取 組む
期間

地域から親しまれ、頼りにされる
金融グループ

持続的成長に向けた新たな挑戦
の期間
～預金量１０兆円金融グループ
への足固め～

目指す姿

計画の位置付け

課題解決を通じて地域・お客さまとともに持続
的成長を実現する

長期ビジョン

長期ビジョンの実現に向けて、コンサル対応力
の向上やDXの推進等による生産性の向上に取
組むとともに、環境分野など新たな事業領域に
挑戦する期間

計画の位置付け

目指す姿目指す姿

計画の位置付け

計画の位置付け

目指す姿

中
期
経
営
計
画

計画の位置付け

2021年11月
「サステナビリティ推進委員会」の新設
「サステナブル関連投融資目標」の設定

2021年7月
「特定事業等にかかる投融資ポリシー」の制定
「CO2排出削減目標」の引き上げ 2023年6月

「人事戦略部」
「DX推進部」の新設

2023年4月
「SX推進部」の新設

2020年6月
環境省が実施する「令和2年度ＥＳＧ地域金融促進
事業」の支援先機関として採択
2021年2月

「ほくほくフィナンシャルグループ環境方針」の制定
「TCFD」提言への賛同

2021年3月
北海道銀行 設立70周年

2019年4月
「ほくほくフィナンシャルグループSDGs宣言」を表
明し、「CSR活動における取組み重点テーマ」を制定

Go forward
with Our Region
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私たちの強み 当社グループが培ってきた強みを活かし、地域社会へ貢献するとともに、          当社グループの持続的な成長を実現してまいります。

財務資本 知的資本

人的資本

社会・関係資本製造資本

北陸三県と北海道で長年お客さまと共に歩み、
成長してきたことで、預金・貸出とも大きくシェ
アを確保しています。
当社は地 銀 5位の資 産 規 模を有する金 融グ
ループであり、シェアのみならず資産規模が大
きいことで、お客さまに安心できるお取引と多
様な金融サービスを提供できることも、当社グ
ループの強みとなります。

質の高いコンサルティングを提供するための研修メ
ニューの整備に加え、M&Aや事業承継といった分野を
中心とした地銀トップクラスのノウハウおよび幅広いソ
リューション提供を可能とする証券、カード、リース、ソ
フトウエア、シンクタンクなどのグループ会社網を有し
ております。これらを最大限活用することにより地域経
済の活性化と当社の成長の両立を目指しています。

経営理念および長期ビジョンに基づく、人的資本取組方針「地域・取引先をつなぎ 
価値創造の原動力となる ひとづくり」の旗印のもと、広域に展開する我々の強みを
活かしながら、ダイナミックかつきめ細やかに地域や取引先の価値創造への貢献を
第一に活動しています。多様な人材が集い、一人ひとりが働き甲斐を感じ、自分自身
の価値向上にも自律的に取組んでいくことのできる環境を整備することで、地域や
お取引先の持続的成長に伴走できる人材の育成に努めていきます。

1877年創業の北陸銀行と1951年設立の北海道銀行、歴史に裏打ちされたお客
さまとの取引基盤を確立しており、プライムエリアである北陸・北海道で高いシェ
アを誇っています。
また、地方自治体等とも連携を図ることで、強固な関係を築いております。

海外も含め国内外に広域なネットワークを有している地銀では
類を見ない広域金融グループです。
この広域ネットワークを活用して、お取引先へ情報提供や販路
拡大の支援を実施することが可能となっています。
また、タブレットやTV会議システムなどを導入することで、場
所を問わず業務ができる体制を整備しております。

■ ほくほくFG　■ 地区トップ競合行　■ その他の銀行　■ 信用金庫 ■ ほくほくFG　■ 地区トップ競合行　■ その他の銀行　■ 信用金庫

北陸3県（富山・石川・福井） 北海道

預金・貸出金ともに第１位のシェア 預金・貸出金ともに第2位のシェア

地銀No.５の資産規模 地銀トップクラスのノウハウ

強固で多様な人材

高い地域シェアと地域ネットワーク海外を含む広域店舗網とデジタル機能を活用した
金融インフラ

20.5％ 22.7％
33.1％

16.5％

30.5％

預金の
シェア

貸出金の
シェア

19.6％ 29.4％ 27.7％

36.2％ 39.1％

9.7％

23.4％

9.8％

預金の
シェア

貸出金の
シェア

30.9％
23.0％ 27.8％

４9先

自治体との連携

13兆5,137億円

預金等残高

9兆5,334億円

貸出金残高

315名

コンサル関連資格
取得者数

3,535時間

総研修時間

（2022年度）

548件

M＆A、事業承継、
コンサル支援件数

北陸3県
151カ店

北海道
161カ店

その他
6カ店

3大都市圏
14カ店

海外
8拠点

※FP1級、CFP、中小企業診断士の資格取得者
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地域のポテンシャル 当社グループは、北陸3県と北海道を中心に広域展開して おります。それぞれの地域がもつポテンシャルを活かし、地域とともに発展してまいります。

2023年6月に産学官金からなるコンソーシアム「Team Sapporo-Hokkaido」が設立され発足メンバーとして、ほくほくフィナ
ンシャルグループも参画しています。当コンソーシアムでは、北海道が有する国内随一の再生可能エネルギーのポテンシャルを
最大限に活用し、北海道および札幌市のGX（グリーントランスフォーメーション）の推進に資する取組みを進めていきます。
ほくほくフィナンシャルグループは、当コンソーシアムにおいて、ファンド・ファイナンスワーキンググループ長を務め、企業
の成長ステージに応じたファンドやファイナンスのスキームを検討していくことに加え、事務局の一員として、当コンソーシ
アム間の連携を進めていきます。
この北海道における先進的な取組みのノウハウを蓄積し、当社グループが持つ広域店舗網を活用していくことで、北海道だ
けでなく、北陸3県のGXの推進に貢献していきます。

Team Sapporo-Hokkaidoへの参画

地域のポテンシャルをさらに強化するための当社グループの取組み

北陸・北海道の雄大な自然、温泉などの観光資源は、国内の旅
行者のみならず、外国人旅行者からも人気が高く、観光地とし
て優れた条件を備えています。
北陸においては、北陸新幹線の敦賀延伸を控えており、観光客
の増加など、首都圏との往来の活性化が期待されます。

北海道特有の気象条件や地理的条件を背景に、多様な
食材が生産されています。

北海道は太陽光や風力、バイオマス、地熱、石炭といっ
た多様なエネルギー源が豊富に賦存し、とりわけ新エ
ネルギーの活用に向けては全国随一の可能性がありま
す。
2023年5月には、北海道内で5つの海域が再生可能エ
ネルギー海域利用法に基づく「有望な区域」と指定され、
洋上風力発電所開発に向けた具体的な検討が進んで
います。
このポテンシャル活用に向け、半導体産業やデータセ
ンターの誘致が進んでおり、先端産業の集積地となる
ことが期待されています。

３県それぞれの特徴を生かしながらほぼ同等に存在感を放つ北陸。地場の伝統産業から発達・発展した産業が、
シェアトップ企業を数多く生み出す基盤になっています。

豊富な観光資源 食の北海道ブランド

豊富な再生可能エネルギーポテンシャル
日本海側随一の工業圏

① 北海道 13,108
② 鹿児島 4,997
③ 茨城 4,263
④ 宮崎 3,478
⑤ 熊本 3,477

（単位：％）

品目 全国シェア

住宅用アルミニウムサッシ 富山県１位

事務所用・店舗用装備品 石川県１位

眼鏡枠 福井県１位

ポリエステル長繊維織物 福井県１位

…

① 北海道 2,568
② 長崎 936
③ 愛媛 849
④ 鹿児島 658
⑤ 宮城 655

富山県
49,102

石川県
47,794

（億円）

福井県
36,945

農業生産額（億円）

製造品出荷金額の全国シェア1位の品目

海面漁業・養殖業産出額（億円）

出典：農林水産省「令和3年　生産農業所得統計」 出典：農林水産省「漁業産出額」

出典：総務省「令和3年　経済センサス」出典：総務省「県民経済計算」

北陸3県県内総生産
（名目、2019年度）
合計13兆3,841億円

Team Sapporo-Hokkaidoは、今後10年間で150兆円超ともいわれるＧＸの官民投資、それ
に呼応した世界中からの投資を北海道・札幌に呼び込むため北海道・札幌市が共同代表とし
て設立されました。各省庁、メガバンク、地方銀行に加え、道内経済界等21の団体が一体となっ
て取組みを進めていきます。具体的には、GX金融情報等の集約･共有、再生可能エネルギーの
供給促進、事業の成長度に応じたファンドやファイナンス等の整備、環境投資を加速させる規
制緩和等の検討、国内外で活躍する環境金融人材の育成、世界の投資を呼び込む効果的な情
報発信・国際的な知見の獲得などに取組みます。

Team Sapporo-Hokkaido概要
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2020年度 2021年度 2022年度

2020年度

1,207億円 1,248億円 1,198億円

2021年度 2022年度

コア業務粗利益（2行合算）

2020年度

213億円 205億円  214億円

2021年度 2022年度

親会社株主に帰属する当期純利益（連結）

自己資本利益率（ROE）（2行合算）
当期純利益ベース

2020年度 2021年度 2022年度 2020年度 2021年度 2022年度

自己資本比率（連結）

OHR（2行合算）
コア業務粗利益ベース

12兆
8,156億円

13兆
2,333億円

13兆5,406億円 （前期末比3,073億円増加）

9.49% （前期末比0.05ポイント低下）

62.39% （前期比0.76ポイント低下）

3.99% （前期比0.09ポイント上昇）

9兆5,451億円 （前期末比3,339億円増加）

1,198億円 （前期比49億円減少） 214億円 （前期比9億円増加）

2020年度 2021年度 2022年度

預金・譲渡性預金期末残高（2行合算）

2020年度 2021年度 2022年度

9兆
651億円

9兆
2,111億円

9兆
5,451億円

貸出金期末残高（2行合算） 

13兆
5,406億円

68.19%

63.15%

4.13%

3.90%9.45%
9.54% 9.49% 3.99%

金融再生法開示債権比率（2行合算）

2020年度 2021年度 2022年度

2.23% （前期比0.01ポイント低下）

1.93%

2.24% 2.23%

62.39%

ほくほく連携実現件数

積立型商品契約先数 資格取得者数

外部評価

女性管理職比率

格付情報

サステナブル関連投融資（累計） CO2排出量（Scope1,2）

45.2%2,893億円

18.8% 1,541人

1,901件

127,586件

格付会社

R＆I
（格付情報センター）

A

A ーS＆P

格 付 取得企業

「格付」は、利害関係のない第三者機関である格付会社が企業の信用度や債務履行能力を簡潔
な記号で表したものです。
当社、北陸銀行および北海道銀行はR&Iより「A」の格付を取得しており、信用力は高いとの
評価を得ています。また、北陸銀行はS&Pより「A－」の格付も取得しています。

※FP1級・CFP保有者、ITパスポート保有者の合計

※SDGs達成に向けて取組む取引先への投融資
および医療、保健、教育、漁業、農業、創業、事業
承継、レジリエンス、環境関連等への投融資

※2行の連携によるお客さまの課題解決に資す
る取組み（協調融資・ビジネスマッチング等）

※2013年度比

財務ハイライト 非財務ハイライト
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